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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　前記ハウジングに結合されて、挿入溝を有し、前記挿入溝内部に配置された第１連結端
子を含む結合部材と、
　前記ハウジングと前記結合部材との間に配置された一つ以上の反射体と、
　前記第１連結端子と電気的に連結される第２連結端子を含む光源部と、
を含み、
　前記反射体は、第１反射体と第２反射体を含み、
　前記光源部は、上部と下部を含む第１胴体と、上部と下部を含む第２胴体とを含み、
　前記第１胴体の上部は、前記挿入溝を通じて前記結合部材と結合される第１結合部を含
み、前記第１胴体の下部は第１傾斜面を含み、
　前記第２胴体の上部は、前記挿入溝を通じて前記結合部材と結合される第２結合部を含
み、前記第２胴体の下部は第２傾斜面を含み、
　前記光源部は、前記第１傾斜面上に配置された第１発光素子と前記第２傾斜面上に配置
された第２発光素子とを含み、
　前記第１発光素子は、前記第１反射体に向けて光を放出し、
　前記第２発光素子は、前記第２反射体に向けて光を放出する、照明装置。
【請求項２】
　前記光源部は、前記第１傾斜面と前記第１発光素子との間に配置された第１基板と、前
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記第２傾斜面と前記第２発光素子との間に配置された第２基板とを含み、
　前記第１発光素子と前記第２発光素子は、発光ダイオードである、請求項１に記載の照
明装置。
【請求項３】
　前記第１胴体は、前記第１傾斜面を底面にする第１発光溝を有し、
　前記第２胴体は、前記第２傾斜面を底面にする第２発光溝を有する、請求項２に記載の
照明装置。
【請求項４】
　前記第１胴体の下部は、前記第１発光素子から前記ハウジングの外部に直接放出される
光を遮断する突出部を有する、請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記光源部は、前記第１胴体と前記第２胴体との間に配置された中間胴体を含み、
　前記第２連結端子は前記中間胴体の上部に配置される、請求項１ないし４のいずれか一
項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記中間胴体の両側面に配置され、
　前記中間胴体及び前記第１胴体の間の接近距離と前記中間胴体及び前記第２胴体の間の
接近距離に基づいて、前記第１及び第２発光素子に供給される電源を遮断または連結する
リミットスイッチをさらに含む、請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記第１胴体、前記第２胴体、及び前記中間胴体の両端のうちで少なくとも一端に配置
され、
　前記第１胴体、前記中間胴体、及び前記第２胴体を互いに脱着自在に結合し、
　前記第１胴体と前記中間胴体との間の離隔距離、及び前記第２胴体と前記中間胴体との
間の離隔距離が変化され得るように、前記第１胴体及び前記第２胴体を回転自在にする結
合キャップをさらに含む、請求項５または６に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記結合キャップは、第１抑止突起、第２抑止突起、上部固定突起、下部固定突起、第
１軸突起及び第２軸突起を含み、
　前記第１胴体は、前記第１抑止突起と前記第１軸突起がそれぞれ挿入される溝を有し、
　前記第２胴体は、前記第２抑止突起と前記第２軸突起がそれぞれ挿入される溝を有し、
　前記中間胴体は、前記上部固定突起と前記下部固定突起がそれぞれ挿入される溝を有す
る、請求項７に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記中間胴体はセンサー部を含み、
　前記センサー部は、カメラ、フォトセンサー、圧力感知センサー、温度感知センサー、
盗難防止用センサー、電波感知センサーなどを少なくとも一つ含む、請求項５ないし８の
いずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記光源部は、
　前記１胴体及び前記第２胴体の間に配置されて、前記第１胴体及び前記第２胴体の間の
間隔が離れる方向に弾性力を提供するスプリングをさらに含む、請求項１ないし９のいず
れか一項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記挿入溝の内側壁面は複数の溝を有し、
　前記第１結合部は突出端を含み、
　前記突出端は、前記複数の溝のうちいずれか一つに挿入される、請求項１ないし１０の
いずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記挿入溝の内側壁面は傾斜した、請求項１１に記載の照明装置。
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【請求項１３】
　前記第１結合部及び前記第２結合部は、
　前記結合部材との結合時に前記光源部から発生した熱が転移するように前記挿入溝の内
面と接触する接触面を有する、請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記結合部材の外側壁面は一つ以上の第１溝を有し、
　前記ハウジングの内側壁面は一つ以上の第２溝を有し、
　前記反射体の第１側は前記第２溝と結合し、
　前記反射体の第２側は前記第１溝と結合する、請求項１ないし１３のいずれか一項に記
載の照明装置。
【請求項１５】
　前記ハウジングと前記反射体との間に配置されて、前記光源部と前記結合部材の結合時
、前記光源部に電源及び駆動信号のうちで少なくとも一つを提供する電源駆動部さらに含
む、請求項１ないし１４のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１６】
　前記第１連結端子は、一列に配列された第１ないし第４端子を含み、
　前記第２連結端子は、前記第１ないし第４端子と対応する第１ないし第４ソケットを含
み、
　前記第１端子と前記第２端子及び前記第３端子と前記第４端子は、極性が互いに異なり
、
　前記第１端子と前記第４端子及び前記第２端子と前記第３端子は、極性が同じ、請求項
１ないし１５のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１７】
　前記第１連結端子は、前記第１ないし第４端子を有する雌ブロックを含み、
　前記第２連結端子は、前記第１ないし第４ソケットを有する雄ブロックを含む、請求項
１６に記載の照明装置。
【請求項１８】
　前記第１連結端子は、第１雌ブロックと第２雌ブロックを含み、
　前記第１雌ブロックは、一対以上の端子を含み、
　前記第２雌ブロックは、一対以上の端子を含み、
　前記第１雌ブロックの一対以上の端子と前記第２雌ブロックの一対以上の端子は、互い
に対称的な構造と極性を有し、
　前記第２連結端子は、第１雄ブロックと第２雄ブロックを含み、
　前記第１雄ブロックは、前記第１雌ブロックの一対の端子と対応する一対以上のソケッ
トを含み、
　前記第２雄ブロックは、前記第２雌ブロックの一対の端子と対応する一対以上のソケッ
トを含む、請求項１ないし１５のいずれか一項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　実施例は、照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード(ＬＥＤ)は、電気エネルギーを光に変化する半導体素子の一種である。
発光ダイオードは、蛍光灯及び白熱灯など既存の光源に比べて低消費電力、半永久的な寿
命、早い応答速度、安全性及び環境親和性の長所を有する。これに既存の光源を発光ダイ
オードに取り替えるための多くの研究が進行されているし、発光ダイオードは室内外で使
用される各種ランプ、液晶表示装置、電光板及び街灯などの照明装置の光源として使用が
増加されている成り行きである。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　実施例は、新しい構造を有する照明装置を提供することに目的がある。
【０００４】
　実施例は、光源部の入れ替え及び組み立てが容易な照明装置を提供することに目的があ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施例による照明装置は、ハウジング、該ハウジングの内側上面に結合されて、中間部
分に、前記ハウジングの内側上面に向ける方向で挿入溝が形成されて、前記挿入溝の中間
部分に第１連結端子が設置された結合部材、前記ハウジングの内側壁面と前記結合部材の
外側壁面の間に結合される一つ以上の反射体、及び上部は前記挿入溝を通じて前記結合部
材と脱着自在に結合されて、上部には前記結合部材との結合時、前記第１連結端子と電気
的に連結される第２連結端子が設置されて、下部は前記反射体に向けて光を放出する光源
部を含む。
【０００６】
　他の実施例による照明装置は、ハウジング、該ハウジングの内側上面に結合されて、中
間部分に、前記ハウジングの内側上面に向ける方向で挿入溝が形成されて、前記挿入溝の
中間部分に第１連結端子が設置された結合部材、及び前記ハウジングの内側壁面と前記結
合部材の外側壁面との間に結合される一つ以上の反射体を含んで、前記結合部材は、前記
挿入溝を通じて光源部と脱着自在に結合される。
【発明の効果】
【０００７】
　実施例によれば、新しい構造を有する照明装置を提供することができる。
【０００８】
　実施例によれば、光源部の入れ替え及び組み立てが容易な照明装置を提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施例による照明装置の斜視図である。
【図２】実施例による照明装置の分解斜視図である。
【図３】実施例による照明装置の断面図である。
【図４ａ】図３に示された結合部材の断面図である。
【図４ｂ】図３のＡ領域を拡大した図面である。
【図４ｃ】実施例による発光溝に搭載された発光ダイオードの配光角度を示した図面であ
る。
【図５】実施例による光源部の斜視図である。
【図６】実施例による光源部の斜視図である。
【図７】実施例による光源部の分解斜視図である。
【図８】実施例による照明装置の第１連結端子と第２連結端子との結合関係を示した斜視
図である。
【図９ａ】実施例による照明装置の第１連結端子と第２連結端子との上面図である。
【図９ｂ】実施例による照明装置の第１連結端子と第２連結端子との上面図である。
【図１０ａ】実施例による光源部と結合部材との結合及び分離過程を示した図面である。
【図１０ｂ】実施例による光源部と結合部材との結合及び分離過程を示した図面である。
【図１１ａ】実施例によるリミットスイッチの動作を説明するために示した図面である。
【図１１ｂ】実施例によるリミットスイッチの動作を説明するために示した図面である。
【図１２】変形例による照明装置の光源部と結合部材の断面図である。
【図１３】変形例による照明装置の光源部と結合部材の断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１０】
　以下、実施例に対して添付した図面を参照して詳細に説明する。但し、添付された図面
は実施例の内容をより易しく開示するために説明されるものであるだけで、本発明の範囲
が添付された図面の範囲に限定されるものではないことは、この技術分野の通常の知識を
有した者なら容易に分かることができるであろう。
【実施例】
【００１１】
　図１は、実施例による照明装置１の斜視図である。図２は、実施例による照明装置１の
分解斜視図である。図３は、実施例による照明装置１の断面図である。図４aは、図３に
示された結合部材の断面図である。図４ｂは、図３のＡ領域を拡大した図面である。図４
ｃは、実施例による発光溝３１６に搭載された発光ダイオード３１２の配光角度(θ)を示
した図面である。
【００１２】
　図１ないし図４ｂを参照すれば、実施例による照明装置１は、ハウジング１００、結合
部材１１０、反射体２００、光源部３００、及び電源駆動部４００を含む。
１．ハウジング１００及び結合部材１１０
ハウジング１００は、結合部材１１０、反射体２００、及び電源駆動部４００を収容する
ことができる箱(box)の形態に形成されたものであることができる。ハウジング１００の
形状は、外部で眺めた時に四角形であることができるが、これに限定されるものではなく
、多様な形状を有することができる。
【００１３】
　ハウジング１００は、熱を効果的に放出することができる物質に形成されたものである
ことができる。例えば、ハウジング１００は、アルミニウム(Ａｌ)、スズ(Ｓｎ)、ニッケ
ル(Ｎｉ)、銀(Ａｇ)、銅(Ｃｕ)、チタン(Ｔｉ)、モリブデン(Ｍｏ)、タングステン(Ｗ)、
金(Ａｕ)、白金(Ｐｔ)などの金属に形成されたものであることができる。また、ハウジン
グ１００は、各種樹脂材質に形成されたものであることができる。
【００１４】
　ハウジング１００の側面及び/または、上面には電源駆動部４００を外部の電源と電気
的に連結するための連結溝１０７が形成されることができる。
【００１５】
　ハウジング１００は、光源部３００から放出される光が反射体２００によって反射され
て出射されることができるように開口部１０１を有する。
【００１６】
　一方、照明装置１を天井や壁面などの外部支持部材に設置する場合、外部支持部材に照
明装置１の形状に対応する挿入部を形成して、挿入部に照明装置１を挿入して固定させる
ようになる。この時、ハウジング１００側面の下端部には結合フレーム５００が結合され
て、照明装置１を外部支持部材に堅く結合することができる。
【００１７】
　結合部材１１０は、ハウジング１００の内側上面上に結合されることができる。結合部
材１１０は、多様な方法でハウジング１００に結合されることができる。例えば、結合部
材１１０は結合ネジ、接着剤などによってハウジング１００に結合されることができる。
【００１８】
　結合部材１１０は、ハウジング１００の上面１０２に第１方向に長く延長されるように
形成されたものであることができる。例えば、結合部材１１０はハウジング１００の一内
側壁面から反対側の内側壁面まで延長されるように形成されることができる。
【００１９】
　ハウジング１００と結合部材１１０は、反射体２００が脱着されることができるように
形成されることができる。
ハウジング１００の内側壁面には、反射体２００の第１側２１０が挿入されることができ
る第２溝１０３が形成されることができる。第２溝１０３は一つに形成されることができ



(6) JP 5669479 B2 2015.2.12

10

20

30

40

50

るし、複数個に形成されることもできる。
【００２０】
　結合部材１１０の外側壁面には、第１溝１１１が形成されることができる。第１溝１１
１には第１方向に長く延長されるように形成されたものであることができる。第１溝１１
１には、反射体２００の第２側２２０が挿入されることができる。
反射体２００の第１側２１０がハウジング１００の第２溝１０３に挿入されて、第２側２
２０が結合部材１１０の第１溝１１１に挿入されることで、ハウジング１００と結合部材
１１０は、反射体２００を固定及び支持することができる。
【００２１】
　また、結合部材１１０は、光源部３００が脱着されることができるように形成されるこ
とができる。
【００２２】
　結合部材１１０の中間部分には、挿入溝１１２が形成されることができる。挿入溝１１
２は光源部３００の一部が挿入されることができる。挿入溝１１２は第１方向に長く延長
されるように形成されたものであることができる。
【００２３】
　挿入溝１１２の内側壁面には、第３溝１１３が形成されることができる。第３溝１１３
には光源部３００の突出端３１３が挿入されることができる。これによって第３溝１１３
は、光源部３００を結合部材１１０に堅く結合させることができる。光源部３００及び結
合部材１１０との結合関係に対するより詳細な説明は後述するようにする。
【００２４】
　挿入溝１１２内部の中間部分には、第１連結端子１２０が形成されることができる。光
源部３００が挿入溝１１２に挿入される場合、第１連結端子１２０は光源部３００の第２
連結端子３３０と結合されて電気的に連結されることができる。第１連結端子１２０と第
２連結端子３３０とが連結される場合、第１連結端子１２０と第２連結端子３３０とを通
じて電源及び/または駆動信号を光源部３００に伝達することができる。
【００２５】
　第１連結端子１２０は、照明装置１の設計によって一つまたは複数個に形成されること
ができる。第１連結端子１２０に対するより詳細な説明は、第２連結端子３３０に対する
詳細な説明と共に後述するようにする。
また、結合部材１１０は、光源部３００で発生された熱を直接放出するか、またはハウジ
ング１００に伝達する役割をすることができる。
【００２６】
　結合部材１１０は、熱を効果的に放出及び/または伝達することができる物質に形成さ
れることが望ましい。例えば、結合部材１１０は、アルミニウム(Ａｌ)、スズ(Ｓｎ)、ニ
ッケル(Ｎｉ)、銀(Ａｇ)、銅(Ｃｕ)、チタン(Ｔｉ)、モリブデン(Ｍｏ)、タングステン(
Ｗ)、金(Ａｕ)、白金(Ｐｔ)などの金属に形成されたものであることができる。
【００２７】
　結合部材１１０の一部領域は、凹凸１１６構造を有することができる。凹凸１１６は結
合部材１１０の表面積を広げてくれることで熱放出効率を向上させることができる。
【００２８】
　２．反射体２００
　反射体２００は、第１反射体２００aと第２反射体２００ｂを含むことができる。第１
反射体２００aと第２反射体２００ｂは、ハウジング１００及び結合部材１１０との結合
及び分離が可能である。
【００２９】
　例えば、第２反射体２２０ｂがハウジング１００及び結合部材１１０に結合される場合
、図２に示されたところのように、第２反射体２２０ｂの第２側２２０が結合部材１１０
の第１溝１１１に挿入されて、第１側２１０がハウジング１００の第２溝１０３に挿入さ
れることで結合されることができる。反射体２００の第２側２２０は、段差を有するよう
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に形成されることができる。また、反射体２００の第１側２１０も段差を有するように形
成されることができる。また、第１側２１０には一つ以上の挿入端２１１が形成されるこ
とができる。反射体２００の第１側２１０には第２溝１０３に挿入されることができる少
なくとも一つの挿入端２１１が形成されることができる。第２溝１０３は、挿入端２１１
の形状に対応されるように形成されたものであることができる。
【００３０】
　第１反射体２００aと第２反射体２００ｂとは、放物線形態の面を有して、第１方向に
延長されるように形成されたものであることができる。これによって第１反射体２００a
と第２反射体２００ｂは、二個の放物面を有するパラボラ(parabola)形態をなすことがで
きる。但し、反射体２００の形態は、所望の照明によって多様に変形されることができる
。
【００３１】
　反射体２００は、反射効率が高い金属材質または樹脂材質で形成されたものであること
ができる。例えば、樹脂材質はＰＥＴ、ＰＣ、ＰＶＣレジンのうちでいずれか一つを含む
ことができる。また、金属材質は銀(Ａｇ)、銀(Ａｇ)を含んだ合金、アルミニウム(Ａｌ)
及びアルミニウム(Ａｌ)を含んだ合金のうちで少なくとも一つを含むことができる。
【００３２】
　反射体２００の表面は、銀(Ａｇ)、アルミニウム(Ａｌ)、白色のＰＳＲ(photo solder 
resist)インク、拡散シートなどでコーティングされるか、またはアノダイジング(anodiz
ing)処理による酸化膜が形成されることができる。
【００３３】
　但し、反射体２００の材質及び色相に対して限定しなくて、これは照明装置１が具現し
ようとする照明によって多様に選択されることができる。
【００３４】
　３．電源駆動部４００
　電源駆動部４００は、光源部３００と連結される場合電源及び駆動信号のうちで少なく
とも一つを提供することができる。
【００３５】
　図２及び図３に示されたところのように、電源駆動部４００は、ハウジング１００の内
部面と放物線形態の反射体２００の間で提供される空間上に設置されることができる。す
なわち、反射体２００の放物線形態によって反射体２００とハウジング１００の角部分の
間には空き空間が形成されるが、この空き空間上に電源駆動部４００が設置されることが
できる。
【００３６】
　電源駆動部４００は、外部から入力されるＡＣ電源をＤＣ電源に変換して出力すること
ができる。
【００３７】
　電源駆動部４００は、光源部３００とワイヤまたは軟性印刷回路基板(ＦＰＣＢ)などに
よって電気的に連結されることができる。例えば、ワイヤまたはＦＰＣＢは、電源駆動部
４００から延長されて、結合部材１１０に形成された連結ホールを通じて第１連結端子１
２０に電気的に連結されて、第１連結端子１２０は第２連結端子３３０に電気的に連結さ
れることで、電源駆動部４００と光源部３００が電気的に連結されることができる。
【００３８】
　４．光源部３００
　図４ｂは、図３のＡ領域を拡大した図面である。図５及び図６は、実施例による光源部
３００の斜視図である。図７は、実施例による光源部３００の分解斜視図である。
図４ｂないし図７を参照すれば、実施例による光源部３００は、第１胴体３１０a、第２
胴体３１０ｂ、中間胴体３２０、複数の発光ダイオード(Light Emitting Diode、ＬＥＤ)
３１２、及び結合キャップ３５０を含む。第１胴体３１０a、第２胴体３１０ｂ、中間胴
体３２０は、光源部３００の胴体をなす。光源部３００は第１方向すなわち、反射体２０
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０の長さ方向に沿って延長されるように形成されたものであることができる。
【００３９】
　１)第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂ
第１胴体３１０aの下部は、第１傾斜面が形成されることができる。第１傾斜面は、第１
胴体３１０aの外部壁面に形成されることができる。第１傾斜面は、第１反射体２００aの
放物面を眺めるように形成されることができる。但し、第１胴体３１０aは第１傾斜面以
外にも複数の傾斜面が形成されることができる。
【００４０】
　第２胴体３１０ｂの下部にも第２傾斜面が形成されることができる。第２傾斜面は、第
２胴体３１０ｂの外部壁面に形成されることができる。第２傾斜面は、第２反射体２００
ｂの放物面を眺めるように形成されることができる。但し、第２胴体３１０ｂは、第２傾
斜面以外にも複数の傾斜面が形成されることができる。
【００４１】
　第１傾斜面及び第２傾斜面にはそれぞれ発光溝３１６が形成されることができる。
【００４２】
　発光溝３１６の底面には、基板３１１が設置されることができる。基板３１１上には複
数の発光ダイオード３１２が設置されることができる。または、発光溝３１６内には、複
数個の電極(図示せず)が配置されて、複数個の電極(図示せず)と複数の発光ダイオード３
１２が電気的に連結されることができる。複数の発光ダイオード３１２上には光学構造物
３１８が設置されることができる。光学構造物３１８に対しては後述するようにする。
【００４３】
　発光溝３１６の深さと幅は、発光溝３１６内に設置された複数の発光ダイオード３１２
の配光分布によって多様に調節されることができる。すなわち、照明装置１は、発光溝３
１６の深さと幅を調節して、光源部３００から放出される光が使用者に直接提供されない
で、反射体２００によって提供されるようにすることができる。これによって、使用者に
眩しさ(glare)が減少されて、仄かな光を提供することができる。
【００４４】
　発光溝３１６を通じて出射される光の配光角度が９０°ないし１１０°であることがあ
って、発光溝３１６の深さと幅は、発光溝３１６を通じて出射される光が反射体２００の
全領域に対して均一に入射されることができるように形成されることができる。
【００４５】
　また、発光溝３１６の深さと幅は、複数の発光ダイオード３１２から放出される光の一
部が開口部１０１を通じて外部に放出されて、残り一部が反射体２００によって反射され
た後開口部１０１を通じて外部に放出されることができるように調節されることもできる
。
【００４６】
　複数の発光ダイオード３１２は、例えば、赤色、緑色、青色または白色の光を放出する
赤色、緑色、青色または白色発光ダイオードのうちで多様な組合を有するように選択され
ることができる。また、複数の発光ダイオード３１２は、発光溝３１６内にアレイ(Array
)形態に配置されることができる。
【００４７】
　複数の発光ダイオード３１２は、電源駆動部４００から提供される電源及び/または駆
動信号によって制御されて選択的に発光するか、または輝度が調節されることができる。
また、複数の発光ダイオード３１２上には光学構造物３１８が配置されて、複数の発光ダ
イオード３１２から放出される光の配光及び色感を調節する一方、必要によって多様な輝
度及び色感を有する感性照明を具現することができる。
光学構造物３１８は、両側端が発光溝３１６の内側面に形成された第４溝にスライディン
グ方式で挿入されて光源部３００に結合されることができる。例えば、第４溝は第１方向
に長く延長されるように形成されることができるし、光学構造物３１８は第４溝に第１方
向に挿入されることで、光源部３００に結合されることができる。
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【００４８】
　光学構造物３１８は、レンズ、拡散シート(diffusion sheet)、及び光励起フィルム(Ph
osphor Luminescent Film、ＰＬＦ)のうち少なくとも一つを含むことができる。
【００４９】
　レンズは照明装置１の設計によって、凹型レンズ、凸型レンズ、集光レンズなど多様な
形状を有するレンズらを含むことができる。
【００５０】
　拡散シートは、複数の発光ダイオード３１２から放出された光を均一に拡散させること
ができる。
【００５１】
　光励起フィルム(ＰＬＦ)は、蛍光体を含むフィルムである。光励起フィルム(ＰＬＦ)に
含まれた蛍光体は、複数の発光ダイオード３１２から放出される光によって励起されるの
で、照明装置１は複数の発光ダイオード３１２から放出される第１光と蛍光体によって励
起された第２光が混色されて多様な色感を有する感性照明を具現することができる。
【００５２】
　例えば、複数の発光ダイオード３１２が青色光を発光して、光励起フィルム(ＰＬＦ)が
青色光によって励起される黄色蛍光体を含む場合、照明装置１は青色光及び黄色光が混色
されて白色光を発光することができる。
【００５３】
　光学構造物３１８は、第４溝に容易に結合されることができるので、使用者の必要によ
ってレンズ、拡散シート、光励起フィルムのうちでいずれか一つで容易に入れ替えされて
使用されることができる。
【００５４】
　一般に、発光ダイオードを通じて出射される光の配光角度は約１２０°程度になる。こ
のように発光ダイオードが広い配光角度を有して光をそのまま放出する場合、放出される
光の一部は、反射体２００によって反射されて、開口部１００を通じて外部に放出される
が、残り一部は開口部１０１を通じて外部に直接放出されて使用者にとって眩しさ(glare
)を感じさせる場合がある。
【００５５】
　このような問題点を解決するために、発光溝３１６は、発光ダイオード３１２でハウジ
ング１００の外部に直接放出される光を遮断できるように形成されることができる。すな
わち、発光溝３１６には底面３１６aから突出された突出部３１６ｂが形成されることで
、その突出部３１６ｂによって発光ダイオード３１２でハウジング１００の外部に直接放
出される光が遮られるようにすることができる。
【００５６】
　これによって、発光溝３１６の突出部３１６ｂは、複数の発光ダイオード３１２を通じ
て出射される光が使用者に直接提供されないで、反射体２００の全領域に対して均一に入
射されることができる。これによって、使用者に眩しさ(glare)が減少されて仄かな光を
提供することができる。
【００５７】
　また、発光溝３１６の深さと幅、突出部３１６ｂの高さ、底面３１６aの傾斜角、ハウ
ジング１００の高さまたは反射体２００の幅などを調節することで、発光ダイオード３１
２でハウジング１００の外部に放出される直接光を遮断することができる。
第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとには、反射体２００に向ける傾斜面が形成される
ので、光源部３００の断面すなわち、第１胴体３１０a、第２胴体３１０ｂ、及び中間胴
体３２０が結合されて形成される断面は、下端の幅が上端の幅より広いことがある。例え
ば、光源部３００の断面は扇形または多角形の形状など多様な形態に具現されることがで
きる。
【００５８】
　第１胴体３１０aは、第１結合部３１５aを有するように形成されることができる。第１
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結合部３１５aは第１胴体３１０aの上部として結合部材１１０の挿入溝１１２に挿入され
る部分になる。
【００５９】
　第２胴体３１０ｂは、第２結合部３１５ｂを有するように形成されることができる。第
２結合部３１５ｂは第２胴体３１０ｂの上部として結合部材１１０の挿入溝１１２に挿入
される部分になる。
【００６０】
　第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとの高さは、第１結合部３１５aと第２結合部３１
５ｂによって中間胴体３２０の高さより高く形成されることができる。
【００６１】
　第１結合部３１５aと第２結合部３１５ｂとの上端には、それぞれ突出端３１３が形成
されることができる。突出端３１３は第１結合部３１５aと第２結合部３１５ｂの上端の
一部が外側に突出された形状であることができる。第１胴体３１０a及び第２胴体３１０
ｂの第１結合部３１５aと第２結合部３１５ｂを結合部材１１０の挿入溝１１２に挿入し
て結合する場合、突出端３１３は挿入溝１１２内に形成された第３溝１１３に挿入される
ことで、光源部３００を結合部材１１０に堅く結合させることができる。
【００６２】
　２)中間胴体３２０
　中間胴体３２０は、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとの間に形成されることがで
きる。ここで、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとの内側面は、発光ダイオード３１
２が搭載された外側面の反対面を意味する。中間胴体３２０の底面の一部は第１胴体３１
０aと第２胴体３１０ｂとの間で露出されることができる。
【００６３】
　中間胴体３２０の上部には第２連結端子３３０が設置されることができる。光源部３０
０が結合部材１１０に挿入されて結合される場合、第２連結端子３３０は結合部材１１０
の挿入溝１１２に形成された第１連結端子１２０と結合されて、電気的に連結されること
ができる。電源駆動部４００は第１連結端子１２０及び第２連結端子３３０を通じて電源
及び/または駆動信号を光源部３００に提供することができる。
【００６４】
　また、中間胴体３２０上には第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂとの間でスプリン
グ３４０が配置されることができる。例えば、スプリング３４０は、図４ｂに示されたと
ころのように、“コ”字形であることがあって、中間胴体３２０の上面と、第１胴体３１
０a及び第２胴体３１０ｂの内側面に接触されるように配置されることができる。より具
体的に、第１結合部３１５aと第２結合部３１５ｂとの内側面に接触されるように配置さ
れることができる。
【００６５】
　スプリング３４０は、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとに弾性力を提供すること
で、光源部３００を結合部材１１０の挿入溝１１２に堅く結合させることができる。スプ
リング３４０は第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとの間の間隔が離れる方向に第１胴
体３１０aと第２胴体３１０ｂとに弾性力を提供することができる。すなわち、スプリン
グ３４０は第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとの間に形成されて、第１胴体３１０aと
第２胴体３１０ｂとをお互いに押し出す役割をする。よって、光源部３００を結合部材１
１０に挿入する場合、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂの上端に形成された突出端３
１３は、スプリング３４０によって加えられる力によって、結合部材１１０の挿入溝１１
２に堅く結合されることができる。
【００６６】
　中間胴体３２０は下部領域にセンサー部３２１を含むことができる。例えば、センサー
部３２１は第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとの間で露出して映像、音声、圧力、温
度、電波などの各種データを感知することができる。
【００６７】
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　照明装置１は、センサー部３２１を構成することで、使用者に光を提供すること以外に
多様な機能を提供することができる。また、センサー部３２１で感知された各種データは
、複数の発光ダイオード３１２の駆動に連携されて照明装置１を環境に好適に駆動するの
に使用されることができる。例えば、センサー部３２１で感知されたデータによって複数
の発光ダイオード３１２の輝度及び色感が調節されることができる。
【００６８】
　センサー部３２１は、カメラ、フォトセンサー、圧力感知センサー、温度感知センサー
、盗難防止用センサー、電波感知センサーなどを少なくとも一つ含むことができる。
【００６９】
　中間胴体３２０の両側面にはリミットスイッチ３２３が設置されることができる。リミ
ットスイッチ３２３は第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂが中間胴体３２０方向に動
くことによってオンまたはオフして、それによって複数の発光ダイオード３１２に供給さ
れる電源を遮断または連結するように構成される。リミットスイッチ３２３に対する詳細
な説明は後述するようにする。
【００７０】
　複数の発光ダイオード３１２で発生した熱は、光源部３００の胴体によって放出される
か、または結合部材１１０に伝達されて放出されることができる。これによって第１胴体
３１０a、第２胴体３１０ｂ、中間胴体３２０は熱を効果的に放出することができる材質
で形成されることが望ましい。例えば、アルミニウム(Ａｌ)、スズ(Ｓｎ)、ニッケル(Ｎ
ｉ)、銀(Ａｇ)、銅(Ｃｕ)、チタン(Ｔｉ)、モリブデン(Ｍｏ)、タングステン(Ｗ)、金(Ａ
ｕ)、白金(Ｐｔ)などの金属に形成されたものであることができる。
【００７１】
　光源部３００が結合部材１１０の挿入溝１１２に挿入される場合、光源部３００と挿入
溝１１２との間に空き空間が存在するので、光源部３００で発生した熱が空き空間を通じ
て効果的に放出されることができる。また、光源部３００の胴体の一部分には凹凸が形成
されて、熱を効果的に放出することができる。
【００７２】
　また、光源部３００が結合部材１１０の挿入溝１１２に挿入される場合、第１結合部３
１５aと第２結合部３１５ｂは挿入溝１１２の内側面との接触面積を有する。このように
、第１結合部３１５aと第２結合部３１５ｂの一面が挿入溝１１２の内側面と接触するこ
とで、光源部３００から結合部材１００につながる熱伝導ルートが形成されることができ
る。この時、接触面積が広いほど放熱効果は増加することができるが、第１胴体３１０a
及び第２胴体３１０ｂの高さが増加するようになって、結果的にハウジング１００の高さ
が増加されなければならない。よって、照明装置１が最適の放熱効果を有するためには、
接触面積とハウジング１００の高さとの関係を考慮しなければならない。
【００７３】
　また、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとは、放熱効果を高めるために、熱伝導性
が高いアルミニウムなどの金属物質で形成されることが望ましい。中間胴体３２０内には
電気的な構成要素らが搭載されているので、熱が転移されないことが望ましい。よって、
中間胴体３２０は第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂから発生される熱が転移されるこ
とができないように熱伝導性が低いプラスチックなどの物質に形成されることができる。
【００７４】
　３)結合キャップ３５０
　第１胴体３１０a、第２胴体３１０ｂ、及び中間胴体３２０は結合キャップ３５０がそ
の一端に結合されることでお互いに結合されることができる。この時、第１胴体３１０a
、第２胴体３１０ｂ及び中間胴体３２０は回転自在になるように結合されることができる
。
【００７５】
　図７に示されたところのように、第１胴体３１０aの中心一側面には第１溝３６１aが形
成されて、第２胴体３１０ｂの中心一側面には第２溝３６１ｂが形成されて、中心胴体３
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２０の中心領域には第３溝３６１ｃが形成されることができる。ここで、第１溝３６１a
と第２溝３６１ｂは外側が開放されるように形成されることができる。
【００７６】
　第１胴体３１０aの下部他側には、第４溝３６１ｄが形成されて、第２胴体３１０ｂの
下部他側には第５溝３６１eが形成されることができる。また、中間胴体３２０の下部に
は第６溝３６１ｆが形成されることができる。
【００７７】
　結合キャップ３５０には第１抑止突起３５１a、第２抑止突起３５１ｂ、上部固定突起
３５１ｃ、第１軸突起３５１ｄ、第２軸突起３５１e、下部固定突起３５１ｆが形成され
ることができる。
【００７８】
　第１胴体３１０a、第２胴体３１０ｂ、及び中間胴体３２０は、結合キャップ３５０の
第１抑止突起３５１aが第１溝３６１aに挿入されて、第２抑止突起３５１ｂが第２溝３６
１ｂに挿入されて、上部固定突起３５１ｃが第３溝３６１ｃに挿入されて、第１軸突起３
５１ｄが第４溝３６１ｄに挿入されて、第２軸突起３５１eが第５溝３６１eに挿入されて
、下部固定突起３５１ｆが第６溝３６１ｆに挿入されることで、お互いに結合されること
ができる。
【００７９】
　上部固定突起３５１ｃと下部固定突起３５１ｆは、それぞれ第３溝３６１ｃ及び第６溝
３６１ｆに挿入されることで、結合キャップ３５０が中間胴体３２０に固定されることが
できるようにする。
【００８０】
　第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂとにはスプリング３４０によってお互いに押し出
す方向に力が作用するようになるが、この力によって第１胴体３１０aと第２胴体３１０
ｂとの間がある程度離れるようになれば、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂは、第１
抑止突起３５１aと第２抑止突起３５１ｂによって固定されてそれ以上離れなくなる。こ
の時、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂがなす間の角は第１抑止突起３５１aと第２抑
止突起３５１ｂによって最大値を有するようになる。
【００８１】
　第１軸突起３５１ｄは第４溝３６１ｄに挿入されて、第１胴体３１０aの回転軸の役割
をして、第２軸突起３５１eは第５溝３６１eに挿入されて第２胴体３１０ｂの回転軸の役
割をする。これによって、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂはそれぞれ第１軸突起３
５１ｄと第２軸突起３５１eを回転軸にして回転することができるし、第１溝３６１aと第
２溝３６１ｂは外側が開放されるように形成されることによって、回転時に結合キャップ
３５０の第１抑止突起３５１a及び第２抑止突起３５１ｂと分離することができる。結合
キャップ３５０の下部領域に形成された第１軸突起３５１ｄ及び第２軸突起３５１eが回
転軸としての役割をするために、お互いに隣接した位置に形成されることができる。
【００８２】
　一方、第１胴体３１０aと第２胴体３１０ｂが反射体２００を眺める第１傾斜面と第２
傾斜面を有するように形成されるので、光源部３００の断面、すなわち第１胴体３１０a
、第２胴体３１０ｂ、中間胴体３２０が結合されている断面は下端の幅が上端の幅より広
いことができる。例えば、光源部３００の断面は扇形または多角形の形状を有することが
できる。しかし、これに限定されるものではなく、光源部３００の形状は多様な形状を有
するように形成されることができる。
【００８３】
　４)第１連結端子１２０及び第２連結端子３３０
　結合部材１１０の挿入溝１１２の中間部分には第１連結端子１２０が設置されて、光源
部３００の中間胴体３２０上部には第１連結端子１２０と結合されて電気的に連結される
ことができる第２連結端子３３０が設置されることができる。第１連結端子１２０及び第
２連結端子３３０は照明装置１の設計によって一つまたは複数個に形成されることができ
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る。
【００８４】
　第１連結端子１２０及び第２連結端子３３０は、光源部３００が挿入溝１１２に挿入さ
れることによって結合されて電気的に連結されることができる。
【００８５】
　第１連結端子１２０と第２連結端子３３０とは、電源駆動部４００で提供される電源及
び/または駆動信号を光源部３００の複数の発光ダイオード３１２及び/またはセンサー部
３２１に伝達することができる。
【００８６】
　図８は、実施例による照明装置１の第１連結端子１２０と第２連結端子３３０との結合
関係を示した斜視図である。図９a及び図９ｂは、実施例による照明装置１の第１連結端
子１２０と第２連結端子３３０との上面図である。
【００８７】
　第１連結端子１２０は、第１雌ブロック１２１a及び第２雌ブロック１２１ｂを含むこ
とができるし、これに限定されるものではなく、一対以上の雌ブロックを含むこともでき
る。
【００８８】
　例えば、第１雌ブロック１２１a内には一対の第１及び第２端子１２３a、１２３ｂと、
また他の一対の第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄが形成されることができる。また、
第２雌ブロック１２１ｂ内には一対の第５及び第６端子１２３e、１２３ｆと、また他の
一対の第７及び第８端子１２３g、１２３ｈが形成されることができる。
【００８９】
　第１雌ブロック１２１a及び第２雌ブロック１２１ｂはお互いに対称的な構造を有する
ように形成される。すなわち、第１ないし第４端子１２３a、１２３ｂ、１２３ｃ、１２
３ｄと第５ないし第８端子１２３e、１２３ｆ、１２３g、１２３ｈは第１雌ブロック１２
１a及び第２雌ブロック１２１ｂとの間を基準に左右対称構造に形成される。
第２連結端子３３０は、第１雄ブロック３３１a及び第２雄ブロック３３１ｂを含むこと
ができるし、これに限定されるものではなく、一対以上の雄ブロックを含むこともできる
。
【００９０】
　例えば、第１雄ブロック３３１a上には一対の第１及び第２ソケット３３１a、３３１ｂ
と、また他の一対の第３及び第４ソケット３３３ｃ、３３３ｄが形成されることができる
。また、第２雄ブロック３３１ｂ内には一対の第５及び第６ソケット３３３e、３３３ｆ
と、また他の一対の第７及び第８ソケット３３３g、３３３ｈが形成されることができる
。
【００９１】
　第１雄ブロック３３１a及び第２雄ブロック３３１ｂはお互いに対称的な構造を有する
ように形成される。すなわち、第１ないし第４ソケット３３３a、３３３ｂ、３３３ｃ、
３３３ｄと第５ないし第８ソケット３３３e、３３３ｆ、３３３g、３３３ｈは第１雄ブロ
ック３３１a及び第２雄ブロック３３１ｂとの間を基準に左右対称構造に形成される。
【００９２】
　第１雌ブロック１２１aと第２雌ブロック１２１ｂの極性はお互いに対称的になされる
ことができる。
【００９３】
　第１及び第２端子１２３a、１２３ｂの極性は、第７及び第８端子１２３g、１２３ｈの
極性と左右対称をなす。例えば、第１及び第２端子１２３a、１２３ｂの極性がそれぞれ
‘＋’及び‘－’である場合、第７及び第８端子１２３g、１２３ｈの極性はそれぞれ‘
－’及び‘＋’になって、第１及び第２端子１２３a、１２３ｂの極性がそれぞれ‘－’
及び‘＋’である場合、第７及び第８端子１２３g、１２３ｈの極性はそれぞれ‘＋’及
び‘－’になる。
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【００９４】
　また、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄの極性は、第５及び第６端子１２３e、１
２３ｆの極性と左右対称をなす。例えば、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄの極性が
それぞれ‘＋’及び‘－’である場合、第５及び第６端子１２３e、１２３ｆの極性はそ
れぞれ‘－’及び‘＋’になって、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄの極性がそれぞ
れ‘－’及び‘＋’である場合、第５及び第６端子１２３e、１２３ｆの極性はそれぞれ
‘＋’及び‘－’になる。
【００９５】
　第１ないし第８ソケット３３３a、３３３ｂ、３３３ｃ、３３３ｄ、３３３e、３３３ｆ
、３３３g、３３３ｈの極性は、第１ないし第８端子１２３a、１２３ｂ、１２３ｃ、１２
３ｄ、１２３e、１２３ｆ、１２３g、１２３ｈが有する極性によって多様になされること
ができる。
【００９６】
　結合部材１１０及び光源部３００を第１方向で結合する場合、第１及び第２端子１２３
a、１２３ｂが第１及び第２ソケット３３３a、３３３ｂに挿入されて、第３及び第４端子
１２３ｃ、１２３ｄが第３及び第４ソケット３３３ｃ、３３３ｄに挿入されて、第５及び
第６端子１２３e、１２３ｆが第５及び第６ソケット３３３e、３３３ｆに挿入されて、第
７及び第８端子１２３g、１２３ｈが第７及び第８ソケット３３３g、３３３ｈに挿入され
ることで、第１連結端子１２０及び第２連結端子３３０は、電気的及び物理的に連結され
ることができる。
【００９７】
　また、結合部材１１０及び光源部３００を第２方向(第１方向と反対方向または左右が
変わった方向)で結合する場合、第１及び第２端子１２３a、１２３ｂが第７及び第８ソケ
ット３３３g、３３３ｈに挿入されて、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄが第５及び
第６ソケット３３３e、３３３ｆに挿入されて、第５及び第６端子１２３e、１２３ｆが第
３及び第４ソケット３３３ｃ、３３３ｄに挿入されて、第７及び第８端子１２３g、１２
３ｈが第１及び第２ソケット３３３a、３３３ｂに挿入されることで、第１連結端子１２
０及び第２連結端子３３０は電気的及び物理的に連結されることができる。
【００９８】
　このように、第１連結端子１２０及び第２連結端子３３０は、左右対称的な構造及び極
性を有するために、光源部３００は結合部材１１０と結合される方向にかかわらず物理的
及び電気的に連結されることができる。これによって、実施例による照明装置１は、光源
部３００を結合部材１１０により容易に結合させることができるので、利便性を高めるこ
とができる。
【００９９】
　一方、結合部材１１０及び光源部３００が結合される場合、第１及び第２端子１２３a
、１２３ｂと、第７及び第８端子１２３g、１２３ｈは電源伝達のためのコネクターで使
って、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄと、第５及び第６端子１２３e、１２３ｆは
駆動信号などを伝達するためのコネクターで使用するか、または使わないこともある。
【０１００】
　これと反対に、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄと、第５及び第６端子１２３e、
１２３ｆ)は、電源伝達のためのコネクターで使用することができるし、第１及び第２端
子１２３a、１２３ｂと、第７及び第８端子１２３g、１２３ｈは駆動信号などを伝達する
ためのコネクターで使用するか、または使わないこともある。
【０１０１】
　５．光源部３００及び結合部材１１０の脱着過程、及びリミットスイッチの動作
　図１０a及び図１０ｂは、実施例による光源部３００及び結合部材１１０の結合及び分
離過程を示した図面である。
【０１０２】
　１)結合過程
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　先ず、図１０aに示されたところのように、下部領域を回転軸にして回転自在になるよ
うに結合された光源部３００の第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂに第１力(Ｆ)を加
えて第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂのなす間の角が小さくなるようにする。この
時、第１力(Ｆ)はスプリング３４０によって加えられる弾性力の方向と反対方向であるこ
とができる。第１結合部３１５a及び第２結合部３１５ｂの下端部を、第１力(Ｆ)を加え
ながら押せば、第１結合部３１５a及び第２結合部３１５ｂの間の間隔が狭くなることで
、第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂがなす間の角が小さくなるようになる。
【０１０３】
　第１力(Ｆ)を加えない場合、第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂは、スプリング３
４０から提供される弾性力によってお互いに離れている状態になるので、光源部３００を
結合部材１１０の挿入溝１１２に挿入しにくい。
【０１０４】
　このように、第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂの間の間隔が狭くなりながら、第
１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂは中間胴体３２０の両側面に近接または接触するよ
うになる。この時、リミットスイッチ３２３は第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂの
動きを感知して、ターンオフして、発光ダイオード３１２に供給される電源を遮断するよ
うになる。
【０１０５】
　一般に、蛍光灯のような照明装置は、電源が連結された状態でその入れ替えが可能であ
る。しかし、発光ダイオード３１２を使用する照明装置は、電源が連結された状態で入れ
替えがなされる場合、発光ダイオード３１２に損傷が発生することがある。このような問
題点を解決するために、実施例による照明装置は、リミットスイッチ３２３を利用して第
１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂが中間胴体３２０方向に動く動作を、光源の交替動
作で認識して、入れ替え動作がなされる間に発光ダイオード３１２に供給される電源を遮
断することができる。
【０１０６】
　次に、図１０ｂに示されたところのように、第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂに
第１力(Ｆ)を加えながら、光源部３００を結合部材１１０の挿入溝１１２に挿入する。こ
の時、第１力(Ｆ)を加えなくなれば、弾性力によって第１胴体３１０a及び第２胴体３１
０ｂの間隔が再び離れるようになって、光源部３００上端の突出端３１３は、挿入溝１１
２の内側面に形成された第３溝１１３に挿入されることができる。これによって、光源部
３００が結合部材１１０に結合されることができる。
【０１０７】
　また、光源部３００が結合部材１１０に結合される場合、第１胴体３１０a及び第２胴
体３１０ｂの間に配置されたスプリング３４０が第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂ
をお互いに押し出すので、突出端３１３は第３溝１１３にさらに堅く結合されることがで
きる。
【０１０８】
　また、スプリング３４０によって第１結合部３１５a及び第２結合部３１５ｂと、挿入
溝１１２の間の接触面に均一な圧力が持続的に加えられるようになる。これによって、光
源部３００から発生する熱は第１結合部３１５a及び第２結合部３１５ｂと、結合部材１
１０の接触面を通じてより効率的に転移されることができるようになる。
【０１０９】
　このように、光源部３００が結合部材１１０に完全に結合される場合、スプリング３４
０から提供される弾性力によって第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂの間隔が再び離
れるようになる。これによって、リミットスイッチ３２３は入れ替え動作が完了したこと
を認識して、ターンオフされて発光ダイオード３１２に供給される電源を再び連結するこ
とができる。
【０１１０】
　２)分離過程
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　光源部３００の維持補修が必要な場合には結合部材１１０から光源部３００を分離する
ことができる。
【０１１１】
　結合部材１１０から光源部３００を分離する場合、第１胴体３１０a及び第２胴体３１
０ｂに第１力(Ｆ)を加えて第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂのなす間の角が小さく
なるようにした後に、光源部３００を結合部材１１０から分離する。
【０１１２】
　６．リミットスイッチの例
　図１１aは、実施例による機械式リミットスイッチの動作を説明するために示した図面
である。図１１ｂは、実施例によるセンサー方式のリミットスイッチの動作を説明するた
めに示した図面である。
実施例によるリミットスイッチは、機械式リミットスイッチまたはセンサー方式のリミッ
トスイッチを適用することができる。
【０１１３】
　１)機械式リミットスイッチ
　第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂに第１力(Ｆ)を加える場合、第１力(Ｆ)によっ
て第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂが中間胴体３２０方向に回転することで、第１
胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂの内側面が中間胴体３２０の両側面に近接するように
なる。第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂは、それぞれ中間胴体３２０の両側面にあ
る程度近接するようになれば、リミットスイッチ３２３と接触するようになる。この時、
中間胴体３２０の両側面に設置されたリミットスイッチ３２３は、第１胴体３１０a及び
第２胴体３１０ｂによってボタン方式で押されて、これによってターンオフされることが
できる。このような場合、リミットスイッチ３２３は第２連結端子３３０と発光ダイオー
ド３１２との間を電気的に分離することができる。
【０１１４】
　次に、光源部３００が結合部材１１０に完全に結合された後、第１胴体３１０a及び第
２胴体３１０ｂの間の距離が遠くなることによって、リミットスイッチ３２３はターンオ
ンされることで、第２連結端子３３０と発光ダイオード３１２との間は再び電気的に連結
されることができる。
【０１１５】
　２)センサー方式のスイッチ
　第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂに第１力(Ｆ)を加える場合、第１力(Ｆ)によっ
て第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂが中間胴体３２０方向に回転することで、第１
胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂの内側面が中間胴体３２０の両側面に近接するように
なる。この時、中間胴体３２０の両側面に設置されたリミットスイッチ３２３は第１胴体
３１０a及び第２胴体３１０ｂの動きを感知するようになる。
【０１１６】
　感知方法としては、第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂによって加えられる圧力の
強さを利用する方法と、第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂから測定される磁場の強
さを利用する方法がある。
【０１１７】
　圧力の強さを利用するリミットスイッチ３２３は、圧力センサーを含むことができる。
このようなリミットスイッチ３２３は第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂによって加
えられる圧力の強さを測定して、測定された圧力の強さが既設定された圧力の強さより大
きい場合、ターンオフされる。このような場合、リミットスイッチ３２３はこれを入れ替
え動作で認識して、光源部３００に供給される電源を遮断するための制御信号を生成する
ことができる。
【０１１８】
　以後、第１連結端子１２０と第２連結端子３３０が連結されれば、リミットスイッチ３
２３によって生成された制御信号は、図１１ｂに示されたところのように、第１連結端子
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１２０と第２連結端子３３０を通じて電源駆動部４００に出力されることができる。これ
によって、電源駆動部４００は制御信号によって電源出力が遮られることができる。
【０１１９】
　次に、光源部３００が結合部材１１０に完全に結合された後、第１力(Ｆ)が減少される
ことによって、リミットスイッチ３２３と、第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂの間
の距離が遠くなるようになる。リミットスイッチ３２３から第１胴体３１０a及び第２胴
体３１０ｂがますます遠くなることによって、第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂに
よって加えられる圧力の強さが期設定された圧力の強さより小さくなるようになる。この
ような場合、リミットスイッチ３２３はターンオンされることで、制御信号が出力されな
くなる。このような場合、第２連結端子３３０と発光ダイオード３１２との間は再び電気
的に連結されることができる。
【０１２０】
　磁場の強さを利用するリミットスイッチ３２３は、磁気センサーを含むことができる。
リミットスイッチ３２３の場合も、圧力センサーを利用するリミットスイッチ３２３の電
気的な動作方式と同一である。但し、磁気センサーを利用するリミットスイッチ３２３の
場合、それと対応する第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂの内側面に磁石を設置して
、第１及び第２胴体３１０a、３１０ｂと中間胴体３２０の間の距離による磁場の強さを
測定できるようにする。
【０１２１】
　磁気センサーを利用するリミットスイッチ２３２は、非接触方式を通じて物体の有無、
接近または位置などを認識することができる。このように非接触方式を利用するリミット
スイッチ２３２は、前述した磁気センサーだけではなく、多様な近接センサーを利用して
具現されることができる。
【０１２２】
　一方、中間胴体３２０は、リミットスイッチ３２３を駆動するための別途の独立電源を
具備することができる。
【０１２３】
　実施例によれば、光源部３００の設置または維持補修のための入れ替えが必要な場合、
照明装置が活線状態にあっても、リミットスイッチ３２３を利用して光源部３００を安全
に脱付着させることができる。
　[変形例]
　図１２及び図１３は、変形例による照明装置の光源部３００と結合部材１１０の断面図
である。変形例による照明装置１の説明において、前で説明したものと重複される内容は
略するようにする。
【０１２４】
　図１２及び図１３を参照すれば、照明装置１の結合部材１１０の挿入溝１１２の内側面
には複数の第３溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃが形成されることができる。第３溝１１
３a、１１３ｂ、１１３ｃは三つが形成されるものとして示されたが、その数に対して限
定しない。
【０１２５】
　光源部３００は、挿入溝１１２内に挿入されて結合される。この時、光源部３００上端
の突出端３１３は複数の第３溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃのうちいずれか一つに挿入
されて、光源部３００を結合部材１１０に堅く結合することができる。
【０１２６】
　図１１に示されたところのように、複数の第３溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃの形成
深さはお互いに相異に形成されることができるし、光源部３００の突出端３１３が複数の
第３溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃのうちどの溝に挿入されるかによって、照明装置１
の配光が多様に調節されることができる。
【０１２７】
　また、図１２に示されたところのように、挿入溝１１２の内側面が傾斜を有して、複数
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る場合には、突出端３１３が複数の第３溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃのうちどの溝に
挿入されるかによって、光源部３００の第１胴体３１０a及び第２胴体３１０ｂのなす間
の角が変化することができるので、照明装置１の配光が多様に調節されることができる。
【０１２８】
　前述したところのように、挿入溝１１２の内側面に複数の第３溝１１３a、１１３ｂ、
１１３ｃを形成することで、照明装置１の配光を多様に調節することができる。これによ
って、反射体２００の幅や曲率が変化する場合などにも光源部３００の入れ替えなしに効
率的な照明を提供することができる。
【０１２９】
　以上で見るところのように、本発明が属する技術分野の当業者は、本発明がその技術的
思想や必須的な特徴を変更しなくても、他の具体的な形態で実施されることができるとい
うことを理解することができるであろう。
【０１３０】
　それで、以上で記述した実施例はすべての面で例示的なものであって限定的なものでは
ないものとして理解しなければならないし、本発明の範囲は前記詳細な説明よりは後述す
る特許請求範囲によって現わされて、特許請求範囲の意味及び範囲、そしてその等価概念
から導出されるすべての変更または変形された形態が本発明の範囲に含まれるものとして
解釈されなければならない。
【符号の説明】
【０１３１】
　１　照明装置
　１００　ハウジング
　１１０　結合部材
　２００　反射体
　３００　光源部
　４００　電源駆動部
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